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　本科研は、近世に全国規模で参宮ツーリズムのコーディネイ

ターを担っていた御師システムが明治初年に廃止されて以降、伊

勢参宮ツーリズムが変容していった具体的な歴史的過程につい

て、伊勢の地域史料（旧御師家史料）を基幹として具体的に明ら

かにしていくことを目指しています。

　前号（No.1）発刊以降の主な活動としては、2018 年 2 月 18 ～

19 日に実施した第 2回巡検・研究会があります。1日目には旧御

師岩井田家の檀家が分布していた地域（埼玉県・群馬県・茨城県

にまたがる）を巡見し、その地理的状況や各地域の神社等におけ

る伊勢信仰の痕跡を探訪しました。2日目には立教大学において、

櫻井治男氏（連携研究者）による前近代の宇治・山田の空間と神

宮家・師職家に関する報告が行われたほか、各自の研究進行状況

の報告、今後の研究の方向性についての議論を行いました。詳し

くは本号後掲の第 2回研究会報告および研究報告をご覧ください。

　前号の巻頭言でも記しましたが、伊勢参宮にかぎらず社寺参詣

 No. 2 

巻頭言

をめぐる既存の研究は、民俗学・宗教学・近世史研究は「参詣者（旅

行者）・地域社会」に、近代史研究は「近代交通機関（鉄道）」や

「国家神道（近代天皇制）」に主として注目する傾向にあり、これ

ら双方の視点をバランスよく組み込んだ立体的な歴史像の構築が

課題として残されたままです。このように研究対象が近接・重複

しながらも相互対話が十分でなかった歴史学・民俗学・宗教学の

研究者が、本研究によって、「伊勢参宮ツーリズムの近代史」と

いう新たな研究領域を共通フィールドとして集い、学際的アリー

ナを形成することが本科研の重要な目的ですが、すでに第 1回・

第 2回の巡見・研究会（第 2回からは谷部真吾氏も参加）を通じ

て、これら様々な領域の気鋭の研究者が和気藹々と交流や議論を

する雰囲気が醸成されてきたと自負しています。

　今後もニュースレターを定期的に発行しつつ、社会に広く成果

を公開していきたいと考えています。　
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2017 年度の研究成果

平山　昇（代表：九州産業大学）
　HIRAYAMA, Noboru

谷口　裕信（分担者・皇學館大学）
　TANIGUCHI, Hironobu

　私は、近現代の伊勢参宮ツーリズムの動向について、政治思想的文脈（ナショナリズム）と社会経済的文脈（娯
楽・ツーリズム）の双方を視野に入れて、交通・旅行業界／メディア（新聞・雑誌）／教育界／神社界／実業界と
いった一枚岩ではない様々な推進主体が（同床異夢の関係をなしながら）絡んでいった過程を明らかにすることを
目的として研究をすすめてきた。これまでの研究成果をまとめて、第 76 回日本宗教学会大会（東京大学 2017 年 9
月 17 日）および第 40 回ドイツ現代史学会シンポジウム（共立女子大学 2017 年 9 月 24 日）において発表した。ま
た、近代の社寺参詣を扱う研究書が発刊されたため、その書評を執筆した（拙稿「書評と紹介　中西聡著『旅文化
と物流　近代日本の輸送体系と空間認識』」『日本歴史』838、2018 年 3 月）。
　現時点では岩井田家資料の読み込みは十分にすすめられていないので、今後はこれを読み込んで、1872 年の御
師制度廃止という大変革後に参宮ツーリズムの立て直しを図った伊勢の地域社会側の動向、鉄道資本による手軽な
参宮日帰り旅行、あるいは大正期から拡大していく小学校児童を中心とする伊勢参宮修学旅行といった近代的な参
宮旅行が、旧御師の役割を代替・再編成していく過程、それにともなって、コーディネイターとしての旧御師の従
来からの存在意義が変化していく過程といった点について、検討できればと考えている。

第 1回研究会以降、本科研に関して進めてきた調査研究は、以下の 2点である。
　①旧御師資料班の一員として、岩井田家資料を整理する（目録作成、撮影準備等）
　②News Letter への論文投稿

　①については、月 1回程度の調査なのでさほど進捗していないが、筆者がこの間担当した 1箱分の整理が完了し、
撮影に取り掛かれる状況にある。またその過程で、旧檀家から岩井田家に宛てられた書簡のうち、水害や干害、雹
害などの被災に関して述べているものを抽出し、第 5回首都圏災害史研究会において概要を報告した（→活動報告
参照）。
　②については、「御師廃止後の龍大夫と旧配札地域─埼玉県北足立郡を事例として─」をNews Letter No.1 に投
稿した。当初は史料紹介にとどめ、追加の史料調査を実施したのちに論文化する予定であった。ところが埼玉県立
文書館が大規模改修工事等に入り、2017 年度～ 18 年度に資料閲覧が制限ないしは休止となること、①の作業の目
途がつきつつあり、岩井田家資料の読解・分析を本格的に進めていく必要があることから、とりあえずこれまでの
史料調査の成果をまとめたのが本論文である。
　最近、石川達也氏の論文（「御師制度廃止後の伊勢神宮崇敬団体に関する一考察」『埼玉大学紀要（教養学部）』
52-2、2017 年）を得るなど、御師廃止後の「師檀関係」に関する研究が進展を見せている。同論文は近世期の伊
勢講から近代の神宮奉賛組織への移行との対比で、旧御師と旧檀家の関係性を論じる貴重な成果であろう。ただし
a) 旧御師が「新制度で許される形で檀家の再編をはか」った（同 2p）その再編の対象は、旧檀家だけなのかどうか、
b) 日清・日露戦争期に設立された神宮崇敬団体を、旧御師が講の維持のために行った「ある種のサービス」（同 9p）、
あるいは「半公式的な性格」「「軍国主義と結びついた国家神道」としての「伊勢信仰」の起源」（同 11p）とみるこ
との妥当性については、検討の余地があると思われる。
　a) については、龍大夫が組織した「教会本院」に関する史料から、龍大夫が「教会本院」を通じて旧檀家に限らず、
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新規の「檀家」を獲得しようとしていたことが明らかになった。またこれに関連して、若谷八郎右衛門（北足立郡
高畑村）宛の龍大夫や腹巻大夫の書簡類によれば、若谷が腹巻大夫に加えて龍大夫の「檀家」であったことがうか
がえ、「檀家」をめぐって複数の旧御師がせめぎあっていた状況が読み取れる。御師制度廃止後は「御師」と「檀家」
との関係性が流動化した結果、「旧檀家」以外への接触を積極的に行う「御師」もいたのである。
　b) については日清戦争当時に、龍大夫が「永代大々御神楽講」の講員に対して述べた「報国ノ赤誠」という言
葉に注目した。その言葉の背景には、戦勝祈願等により参宮客が増加し、好景気を迎えていた当時の宇治山田にお
ける雰囲気があった。日露戦争時に戦勝祈願を請け負う教会講社の叢生を招いたのは、このような戦争と結びつい
た好景気の記憶があったからだろう。日露戦争時の教会講社と旧御師との関係性については、さらに検討する必要
があるが、旧御師の言説の背後には何があったのかについて、今後は岩井田家資料に基づき旧御師の経営の実態に
即した議論を構築していきたい。
　なお報告後の議論においては、旧御師のせめぎあいに関して、国鉄と私鉄との関係にみられたような「競争と協
調」という観点が想起されること、同様な観点から、地域における信仰の形態に関しても「せめぎあい」だけでは
なく「共存」している可能性もありうるなどの指摘を受けた。

濱千代　早由美（分担者・帝塚山大学）
　HAMACHIYO, Sayumi

　本年度の本科研に関する調査研究は、旧御師資料（岩井田家資料）の目録作成および翻刻と、岩井田家檀家地域
に関する基礎資料のデータベース作成が中心となった。櫻井・谷口両氏とともに進めている目録作成については、
調査回数の制約もあり、進捗ははかばかしくなく、今後も作業を継続する必要がある。個人の成果としては、北関
東の複数の県にまたがる檀家地域を持つ岩井田家資料を読み込むための基礎資料として、自治体誌等の信仰、鉄道、
災害、社会変動などに関する記述を精査し、データベースの作成に着手した。また、何点かの資料については翻刻
を行い、成果公表を行うことができた。概要は以下の通りである。

女性民俗学研究会第 677 回例会での報告（2017 年 11 月 26 日）
　報告の概要については、『News Letter』本号（「活動報告」pp.6 ～ 7）にて報告した。

第 5 回首都圏災害史研究会での報告（2018 年 2 月 17 日）
　『News Letter』本号（pp.15 ～ 20）に詳細をまとめた。

資料紹介：「岩井田家資料『年中行叓記草稿』（明治期）」
　　　　　　　　　　　　　　　　（『皇學館大学研究開発推進センター紀要』4、pp.191 ～ 203、2018 年）
　本資料は『年中行叓記草稿』、次いで『留守中心得雑記』の順に合綴されており、『留主中心得雑記』については『皇
學館大学研究開発推進センター紀要』第3号(2017年)において、すでに紹介ずみである。このうち、『年中行叓記草稿』
について翻刻を行った。はっきりした成立年代が不詳であるものの、その記述内容から、明治 29 年以降に記され
たもので、岩井田家資料に含まれる年中行事記のうち最も新しいものと推察される。資料の状況としては、　御師
としての記述、神職家としての記述は薄く、家族に関する行事（誕生祝い、命日）についての記述が散見され、明
治期の宇治における一家庭としての私的側面についての資料としての性格が強い。御師の迎えた近代を多角的に検
討する手がかりとなる資料である。
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櫻井　治男（連携研究者・皇學館大学）
　SAKURAI, Haruo

　目録作成のための調査にご尽力いただきました。
　また、第 28 回南方熊楠賞（南方熊楠顕彰会）を受賞されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 編集）
　

鈴木　勇一郎（連携研究者・立教大学）
　SUZUKI, Yuichirou

研究の進捗状況

　本年度は、まず近代の伊勢参宮や宇治山田案内書にできるだけ多く目を通し、当該期における伊勢参宮および宇
治山田の全般的状況の把握に努めた。
　岩井田家文書も目録をもとに撮影済みの史料を読みはじめているが、意外にどのような旅をしていたのかを示す
史料は少ないことに戸惑いを覚えている。しかし、四日市港や木曽川停車場など、水運との結節点の利用をしばし
ば見出すことができたことは収穫であった。今後、史料を読み進める中で、近代における旅の実態がどのように変
容していったのか考えていきたい。
　また、今回、埼玉県、群馬県、茨城県、千葉県の岩井田家旧檀家地域を廻ったが、いずれも利根川流域に位置し
ていることが確認できた。利根川流域は近世から水運が盛んだったが、明治になると河床の浚渫など、河川改良が
進んだ。その結果、通運丸のように東京から汽船が定期運航されるようになり、河川水運の利用が進んだ地域であっ
た。もちろん、日本鉄道が開通するなど、鉄道の進出も早くから見られた地域であったが、河川も並行して利用さ
れていた。この地域にも「境」、「前林」、「中田」、「栗橋」、「飯積」といった河岸が点在することから、近代になっ
ても水運の利用が盛んだったことは確かである。当初は、近代に入るとこの地域の伊勢参宮も一挙に鉄道への転換
が進んだものと仮定していたが、こうした先入観は大きく修正したうえで、今後、史料を読んでいく必要を痛感し
ている。
                                                                                                                                           

谷部真吾（連携研究者・山口大学）
　YABE, Shingo　

巡見に参加して

　今回初めて、伊勢の御師・岩井田家の檀家が広がる埼玉県・群馬県・栃木県・茨城県・千葉県の県境が入り組む
地域を巡った。不勉強のため、当該地域の文化的状況に詳しくない私にとって、富士塚が少なからず見られたこと
は驚きであった。富士塚の存在は、この地域に富士山信仰があったであろうことを示唆している。また、埼玉県幸
手市神明内にある三笠神社は、祠がなく塚があるだけの社であるが、その塚にはいくつかの石碑が建てられていた
（写真 1・2）。頂上の石碑には、左から三笠山神社、御嶽山神社、八海山神社と刻まれている（写真 3・図 1、なお
石碑の建立年代は不明である）。これからすると、御嶽山信仰や八海山信仰もあったものと思われる。よく知られ
ているように、富士山信仰、御嶽山信仰、八海山信仰は、いずれも講を形成することもある山岳信仰である。
　本研究では、近代における伊勢神宮への参拝を、ツーリズムの観点から実証的に明らかにすることが目指されて
いる。そのため、この地域の事例をあつかう際にも、伊勢講が主な分析対象となることであろう。しかしながら、
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写真 1　埼玉県幸手市神明内の三笠神社（側面） 写真２　埼玉県幸手市神明内の三笠神社（正面）

写真 3　三笠神社山頂の石碑 図 1　三笠神社山頂石碑のスケッチ

当該地域の人々からすると、伊勢神宮も多様な信仰対象の 1つに過ぎなかったのではないだろうか。今回の巡見に
参加して、そうした地元の人々の認識にも、ある程度配慮しつつ研究を進めていくことの重要性について考えさせ
られた。

　講研究会にて北関東の伊勢講に関する発表を行った（2017 年 9 月 30 日　於駒澤大学）。岩井田家文書にある埼
玉県利根川流域の伊勢講の明治初期の状況を報告し、地域社会の社会背景とあわせて考察した。会メンバーからは
地域社会の自然環境（水害、霜害など）や交通網の変化（利根川水路から鉄道へ）との関連、また文書に記載され
ている道中の旅行業者の変遷や土産物といった伊勢参詣の過程における変化との関連についてコメントをいただい
た。

市田雅崇（研究協力者・国士舘大学）
　ICHIDA, Masataka
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田口　祐子（研究協力者・日本宗教学会会員）　
　TAGUCHI, Yuko

　個人テーマの進捗状況と現時点での問題意識は以下のとおりである。

１．戦後のメディア変容およびインフラ整備に関わる儀礼産業・宗教施設の動向（茨城県古河市・猿島郡における
産育儀礼を通して）
　本テーマについて、岩井田家の檀家地域の一つである茨城県古河市における産育儀礼の変遷・実態について調査
を進めている。現在の主要な調査対象は、七五三である。2017年 11月の調査では、古河の総鎮守であった雀神社が、
現在の主要な七五三参拝先となっていることがわかった。また地域住民への聞き取りより、七五三を祝う家族の多
くが、近年は写真館や貸衣装業者等の儀礼サービスを利用していることがわかり、それらの動向の確認の必要性を
実感した。
　現時点では、本地域の七五三やその他類似の儀礼に関する実態や変遷を明らかにするために、主要神社と儀礼サー
ビス業者に関する情報収集を中心におくこととする。また、地域の産業構造、交通事情、人口構成等の変容とその
関係にも目配りしていきたい。

２．現代における厄年と社寺の関係のとらえ直し（大阪の交通機関という視点から）
　2015 年に実施した「大阪府内の神社厄年実態調査」（田口）で、今から 30 年前まで一般的に厄年に関する参拝は、
特定の寺院に限られていたが、徐々に参拝先が地域の神社へも広がりはじめ、厄年信仰の動向に変化がみられたと
いう結果を示した。
　この動向の変化について、具体的な事例を挙げて詳細に明らかにしていきたいと考えている。そこで、昨年は大
阪の調査結果で、厄年に関する参拝が多いとされた寺院の１つである水間寺（貝塚市）を対象に、見学や関係者へ
の聞き取り調査を試みた。水間寺参詣を目的に創業を開始した水間鉄道との関係にも注目して、信仰の動向の変化
を追いたいと考えている。現在、資料収集、資料読込・整理の段階であり、今後の具体的な進め方については検討
中である。

３．その他
　女性民俗学研究会第677回例会（2017年 11月 26日）にて、本ニューズレターで資料紹介した「尚武出産祝」を元に、
神宮旧御師家の出産祝について研究報告した（詳細は「活動報告」参照）。

活動報告　

【女性民俗学研究会第 677 回例会】

　日　時：2017 年 11 月 26 日（日）

　場　所：東京ウィメンズプラザ　第一会議室A

　参加者：田口祐子・濱千代早由美

研究会の概要

　女性民俗学研究会は昭和 22 年（1947）に柳田國男の講演をきく

形で始まった会であり、その後、女性研究者の育成を目的に、研

究会の形をとるようになった。現在は月１回の例会を中心に活動

しており、主に会員の研究発表の場となっている。女性、産育に

関するテーマの発表が多いが、芸能や口承伝承など民俗学一般に

関わる発表も行われている。会員それぞれが持つテーマを研究会

で共有し、意見交換しながら、会員相互の研究の深化に努めている。

　会誌として『女性と経験』を年 1回のペースで定期刊行している。

ここ数年は、元代表であった瀬川清子会旧蔵資料が会に寄贈され

たことを受け、その整理をすすめ、平成 28 年に『瀬川清子旧蔵資

料目録　附・民俗写真集』としてまとめた。

　本研究会の例会において、濱千代と田口は、御師資料に含まれ

る「子ども」に関わる資料を用いて、これまでの研究成果を踏ま

えた上で、どのような研究が展開できるかについての問題提起を

行った。今回の報告は、本科研の研究趣旨とは異なるものの、参

照する資料は岩井田家および浦田家という伊勢神宮旧御師家に伝
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わるものである。ともに宇治の旧御師家に関する資料を扱ったた

め、本科研によって共同研究を行うことの意義や可能性について

の理解も得られた。それぞれの報告の要旨および明らかになった

課題は以下の通りである。なお、資料の概要や本科研を含む研究

の経緯については、濱千代より報告を行った。

報告内容（濱千代早由美「疱瘡治癒祈願と伊勢御師」）

　岩井田家と同じく内宮旧御師家である浦田家所蔵資料の中から、

幕末期に浦田家に対して寄せられた疱瘡治癒祈願とそれに対する

祈祷に関する史料について紹介した。疱瘡治癒祈願の方法は、祈

願対象となる病児の着物の切れ端とともに祈祷を依頼する感染呪

術の事例であり、このことを通して神宮と医学に関する問題を取

り上げた。ローカルな服忌令を適用する場合に、病と結びつくケ

ガレ感が矛盾を生じさせなかったのかどうかなどが今後解明すべ

き課題となる。

　現存史料が断片的であること、類例が見られないこと、権力者

の子弟のみに関する特殊事例であることなどから、「民俗」として

捉えることには課題が残るものの、その史料価値の高さについて

確認された。参加者より、疱瘡習俗についての関連事例が紹介され、

今後の研究の手がかりが得られた。

報告内容（田口祐子「神宮旧御師家の出産祝　―『尚武

出産祝』（明治 36 年 2 月 25 日）について―」）

　「伊勢信仰と人生儀礼」を理解する手がかりとして、岩井田家資

料の中から「音信帳」を取り上げ、他の地域で見られる出産祝い

の事例との比較を行った。とくに、餅とうこんをやり取りしてい

ることに注目し、贈答行動を通して伊勢の社会関係、伊勢を中心

として展開される広域的空間構造を析出することを試みた。

　参加者からは、伊勢に関する他の資料を読み込み、やりとりさ

れる物の形状や量などの把握につとめることと、イエとイエとの

関係などを把握し、贈答行動の意味を深く理解することの重要性

が指摘された。

（田口祐子・濱千代早由美）

【第５回首都圏災害史研究会】

　日　時：2018 年 2 月 17 日（土）

　場　所：横浜開港資料館会議室

　参加者：谷口裕信・濱千代早由美

報告内容　（谷口裕信）

　今回谷口は、「岩井田家資料にみえる旧檀家地域災害関係書簡」

と題して報告した。資料整理の過程で見つかった旧檀家と岩井田

家との書簡のやりとりのうち、旧檀家地域における災害状況が判

明するものを抽出して一覧表にまとめるとともに、書簡中に多く

登場する大字については、明治の大合併直前頃（1887 ～ 88 年）

作成された地図にマークしたものを配布した。

　災害状況としては、旧檀家地域が利根川流域ということで水害

が大半を占め、1910 年に東北～関東地方を襲った大水害の影響に

ついて言及した書簡もある。一方で干害を伝える岩井田家宛書簡

もあり、この地域の人々が水を防ぐだけではなく、水の確保に関

しても苦しめられていた様子が読み取れる。このほか北関東では

多く見られる降雹や雷の被害についても、講の取りまとめ役と見

られる人物が、各地域の被害状況を細かく伝えている。

　地域は埼玉県北埼玉郡東村大字旗井、同郡原道村大字佐波・道

目など、利根川右岸が多いが、茨城県猿島郡長田村大字栗山、同

郡生子菅村など、利根川左岸の村々も見られる。

　また時期は明治 30 年代～大正期にほぼ限られている。本報告の

内容は以上であるが、災害に関する書簡のやり取りが特定の時期

に限定されている問題をどう考えるかについて、若干の見通しを

以下に示したい。

　これはあくまでも現段階での調査結果に基づくものだし、それ

以外の時期に旧檀家地域で災害が起きなかったことを示唆するも

のではあるまい。むしろ災害は起きていたが、岩井田家と旧檀家

とのやり取りの中で、災害を持ち出す必要がなかったと考えるの

が自然ではないだろうか。

　今回報告した書簡は基本的に、旧檀家が被災によって講金、初

穂料の送金延期・減額・免除を岩井田家に要請するものである。

それ以前、すなわち明治 20 年代以前は被災したとしても、講金、

初穂料を岩井田家へ送金することを旧檀家は当然と考えていたが、

明治 30 年代になると、それが変容して旧檀家は被災を口実にする

ようになったとは考えられないか。さらに関東大震災（1923 年）

のお見舞いとして岩井田家から出された旧檀家宛の年賀状が、宛

先不明で返送されたことにも見られるように、大正末年には岩井

田家と旧檀家との関係性は希薄となっていた。つまり、明治 30 年

代～大正期に旧檀家地域から岩井田家にもたらされた災害に関す

る書簡は、岩井田家と旧檀家との関係性が希薄化していく過渡期

にあって、その関係性をなかなか断ち切ることができない旧檀家

側の胸の内を吐露しているようにも読めるのである。この読みが

妥当であるかどうか、今後の岩井田家資料の調査および首都圏災

害史研究会での議論を俟つことにしたいと思う。

報告内容（濱千代早由美）

　岩井田家資料の中から、大正 12 年 10 月に出された関東大震災

の安否を知らせる書簡について、口頭にて報告した。本号掲載の

「伊勢をはなれた御師家族の震災経験　―関東大震災の安否を知ら

せる書簡から―」は、さらに加筆した上で、その詳細をまとめた

ものである。

（谷口裕信・濱千代早由美）
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第 2 回研究会報告 鈴木　勇一郎

　2018 年 2月18 ～19日の両日、岩井田家資料研究
会第 2回目になる巡見と研究会を実施した。
　2月18日に実施した巡見は、御師岩井田家の檀家
地域であった埼玉県久喜市、群馬県藤岡町、茨城県
古河市等を廻ることが目的であった。特に当該地域の
地理的状況、神社境内に残る「信仰の旅」の痕跡を
把握することに重点を置いた。

〔若宮八幡神社・厳島神社〕

　当日は 10 時 30 分に久喜駅前に集合し、レンタカー
で出発した。県道 3 号線および国道 125 号線などを
経由して、11時 00 分ごろ若宮八幡神社（加須市下新
井 461）に到着した。盛土の上に社殿がある神社で、
伊勢代参の記念碑のほか、神仏習合や富士塚の痕跡
を見ることができた。またこの神社の境内には、水利
組合や耕地整理組合など、近代になってから建てられ
た巨大な記念碑も並んでおり、こうした土地改良事業
が地域社会に与えた影響の大きさを垣間見ることがで
きた。
　続いて 11 時 30 分に厳島神社（加須市道目702）
を訪れた。ここでも伊勢参宮に関する記念碑や富士講
参拝記念碑を見ることができた

〔渡良瀬遊水地〕

　12 時ごろに途中参加のメンバーと古河駅西口で合
流した。昼食を地元和食チェーン「ばんどう太郎」で摂っ
た後、渡良瀬遊水地に赴いた。西側の群馬県藤岡町
内野付近から同地域内に進入し、谷中村跡付近を通
過して渡良瀬川を渡河、東側の栃木県下生井付近で

一般の市街地に出た。時間の関係で車中からの見学
になったが、水に囲まれた北関東の平野部の広大さを
実感することができた。

〔香取神社〕

　その後、国
道 4 号線を南
下し国道 354
号線に入り、14
時 40 分ごろ香
取神社（古河
市下辺見 450）
に 到 着した。
東北新幹線の
高架橋にほど
近い無住社だ
が、東日本大
震災で倒壊し
た鳥居も速や
かに復興され
ているなど、近年でも地域における信仰組織がそれな
りに活発な活動を続けていることを確認することがで
きた。

〔千葉県立関宿城博物館〕

　再び国道 354 線を走って茨城県に入り、途中かつ
ての利根川水運の拠点である境町河岸跡を見つつ、
利根川を渡り千葉県に入った。15 時 20 分に到着した
千葉県立関宿城博物館では、まず最上階の展望台か

若宮八幡神社にて（撮影：濱千代）

香取神社にて（撮影：谷口）

古地図で地形を確認する（撮影：濱千代）
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ら岩井田家旧檀家地域を一望するとともに、利根川水
運関係の展示を見学した。

〔「八海山神社」〕

　関宿城博物館を15時50分に出発し久喜駅に向かっ
たが、その途中16 時 10 分ごろに幸手市神明内付近
にある「八海山神社」を見学した。鳥居もなく田んぼ
の中の盛土があるという状態なので、正式な名称は不
明だが、山頂にある「三笠山神社　八海山神社　御
嶽山神社」と刻まれた石碑など、地域における信仰
の状況を確認するとともに、一面の平野のなかで盛土
がランドマークとして機能していたことを実感した。

　16 時 40 分ごろ、ほぼ当初の予定通りに久喜駅西口
に到着し、レンタカーを返却した。同駅17時10分発りょ
うもう36 号で浅草に出た後、合羽橋に近い「どぜう
飯田屋」で懇親会を
行なった。店の選択は
代表の強い希望による
ものだったが、意外に
水気の多い、北関東
の内陸部を巡った後に
味わうものとして、ど
ぜう鍋は非常にふさわ
しい料理であった。

〔総括〕

　今回の巡見で廻った岩井田家の旧檀家地域は、利
根川沿いに点在していることを確認することができた。
当初、近代においては伊勢参宮の鉄道輸送への移行
を念頭に置いていたが、実際に旧檀家地域を廻ってみ
て実感したのは、「鉄分」より「水分」、水運との関わ
りの深さである。今後こうした観点からの調査研究の
必要性を痛感した。
　また訪れた各神社では、伊勢講のほかに富士講、
御嶽講などに関わる石造遺物も確認することができた
が、こうしたローカルな信仰圏との関係も今後の課題
となろう。
　なお、今回の巡見でわかったのは、一か所の神社
を見るのに予想以上に時間がかかることである。今回
はごく一部しか廻ることができなかったので、他の神
社を廻ることも今後の課題となった。

八海山神社にて（撮影：濱千代）

久喜駅にて（撮影：谷口）

りょうもう号にてご満悦（撮影：鈴木）

飯田屋にて懇親と反省の会（撮影：谷口）
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〔研究会〕

　2日目の19日は、10 時から立教大学で研究会を開
催した。午前中は櫻井治男氏による宇治山田の社会
構造に関する報告があった。宇治および山田の自然地
理的な環境から、古代、中世から近世にかけての制
度や文化に至る包括的な内容であった。大湊や神社
港との関係や山田奉行所位置の変遷、土産物屋街の
位置など、初めて知ることも多く、今後の都市としての
宇治山田を調べていく上で、不可欠な知識を得ること
ができた。また、討論の中では明治時代に神苑に作
りかえられていった館町の性格について、今後より慎
重に検討していくべきとの意見が出た。
　昼食は代表の強い意向により立教大学第一食堂で
摂ることになった。建物は大正時代にニューヨークの
マーフィー＆ダナ事務所が設計したもので、大学の学
食としては日本に類例を見ない赤レンガ造の建築であ

　2018 年度は、2017 年度内に整えた研究基盤を活用して、近代における参宮ツーリズムの実態を解明す
る資料の調査・分析を続行し、下記日程で研究会を実施する。

	 日時：2018 年 6 月 23 日、24 日
	 　研究会の開催（於：立教大学）。
	 日時：2018 年 9 月以降
　　　　　研究会の開催（於：九州産業大学）。

2018 年度の予定

る。ハリーポッターに出てくるような空間の中で、ぞれ
ぞれかつ丼やカレーといった何の変哲もないメニュー
を堪能した。
　午後は各自の調査の進捗状況の報告と今後の進め
方について検討を行ない、16 時 30 分ごろ終了した。

　研究会参加者

　　　代表	 	 平山

　　　分担者	 	 谷口、濱千代、森

　　　連携研究者	 	 櫻井、鈴木、谷部　　

研究会（撮影：濱千代）

食堂にて（撮影：濱千代）
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研究ノート　

前近代宇治・山田の空間と神宮家・師職家

櫻井　治男

　近代以降の伊勢を理解する上で、前近代の伊勢が空間
的・社会的にどのような状況であったのかを踏まえてお
くことは重要なことと思われる。ただ、伊勢の歴史を通
じてそれらを概観することは発表者にとっては力の及ぶ
ところではなく、本研究会が平成 29 年 7 月 29・30 日に
巡検を実施した幾つかの地点を再確認することと、伊勢
の記録・史料を読み解いて行く上で必要な社会的な状況、
特に「神宮家」や「師職家」と呼ばれてきた存在につい
て紹介し、併せて今後の自身の研究課題にかかわる一端
について報告することとしたい。

1．伊勢と宇治山田
　今日的に「伊勢」と呼ばれている地名は、広狭二つの
空間的な範囲をさしているとともに、さらに何らかの意
図性をもって「伊勢」と冠することでアピールがなされ
る一種の「記号」としての意味を持つ場合が見られる。
これは「伊勢」が政治・経済的また社会・文化的な点で
用いられる場合の諸状況によることと思われるが、歴史
的な経緯もあり、いささか複雑な状況である。それらを
整理、紐解くことは容易にできないが、簡単にふれてお
きたい。
　律令制下における「伊勢」といえば伊勢国を指してい
る。延喜式（民部上）によれば東海道の一国として「伊
勢国大」として「伊賀国下」「志摩国下」などとともにある。
この三国と南海道の紀伊国の牟婁郡の東部地域とが現在
の三重県を構成している。また延喜式巻（神祇 4）は「伊
勢太神宮」について規定するが、この伊勢も伊勢国であ
る。
　ここで「伊勢」と称される場合には、現在の伊勢市を
越えた範囲を指しており、例えば伊勢音頭と呼ばれる民
謡の歌詞に「伊勢は津でもつ、津は伊勢でもつ」という
一節があるが、津（安濃津・現在の津市）との関係で登
場する伊勢は、伊勢市ではなく伊勢国のことである。江

戸時代に江戸で活動した「伊勢商人」も、その出身は松
阪市であり、三井家発祥の地は松阪市本町にある。但し、
江戸の各地に稲荷等とともに多数あったという「伊勢屋」
が必ずしも伊勢国出身者に限られていたことではない。
こうした点で伊勢を冠する用語をいくつか紹介すると、
伊勢海、伊勢路、伊勢海老、伊勢ウドン、伊勢太神楽、
伊勢暦などあげられようが、「伊勢神宮」とのより近い
関わりのあるのは、伊勢路（伊勢神宮へ到達する道、参
宮街道とも総称される）、伊勢暦（御師が檀家へ持参し
た土産：現在の「神宮暦」とは発行主体・頒布方法・内
容など異なる）、伊勢太神楽（伊勢神宮への祈願に奉納
された神楽の発展形態とされるが、現在は桑名市大夫町
を本拠とし各地を順舞する組織がある）ということにな
ろう。
　すなわち、「伊勢」という場合には、多くの意味を含
んでいることがあり、使用されている場合にはいさかさ
留意する必要があり、このことは研究上でも用いられる
「伊勢信仰」（「伊勢神宮を対象とする信仰現象」として
おく）の「伊勢」も多義的になっていることと併せ考え
る必要があろう。
　さて、現在の伊勢市は、平成 17（2005）年 11 月 1 日
に伊勢市・小俣町・御薗村・二見町の１市 3町の合併に
より成立した新「伊勢市」である。伊勢市の呼称は比
較的新しく、昭和 30（1955 ）年１月 1日に旧来の「宇
治山田市」（明治 39〈1906〉年・9 月１日市制施行）を
改称したもので、その前身である宇治山田町は明治 22
（1889）年に成立している。その核となるのが、皇大神
宮（内宮）鎮座の宇治の町と豊受大神宮（外宮）鎮座の
山田の町である。宇治・山田の呼称は現在でも年配の人
たちにはなじみで、「山田へ買い物に行く」といえば少
し晴れやかな町へ出かける含意で用いられることも稀に
ある。両地名は、近鉄「宇治山田駅」、JR「山田上口駅」
のように公共施設に留められている。
　宇治よりも山田の方が面積は広く、延喜太神宮式（巻
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4）によれば、

　　伊勢太神宮　三座（天照太神一座・相殿神二座）
　　在二度会郡宇治郷五十鈴川上一

　　度会宮　四座（豊受太神一座・相殿神三座）在二度
　　会郡沼木郷山田原一、去二太神宮西一七里

とあって、両所は度会郡内の「宇治郷五十鈴川上」と「沼
木郷山田原」と見え、前者が川上（かわのほとり）とす
るのに対して後者は原と認識されてきた。
　近世の伊勢市域は機能分化が認められ、内外宮の祠職
や御師の住居が集中する宇治・山田と、物資の流通に役
割を果たし蔵の街である河崎（昭和 49〈1959〉年 7月 7
日の「七夕豪雨・水害」による山田地域の大浸水以降、
勢田川の河川拡張工事で多くの家屋が移転、撤去され
た）、両宮接界の地として歓楽街化した古市（この地域
一帯を「長峰」「間の山」とも呼ぶ）、今日も宇治山田港
のある神社（かみやしろ）及びかつては中近世における
伊勢湾海運の中心地であった大湊（おおみなと）をそれ
ぞれのまとまりとして捉えられる。神社及び大湊は、海
上を利用した伊勢参宮を捉える場合に見逃せない港湾
で、大湊は造船業が盛んであった。周辺集落は農業が中
心の地域で、林業（前山町）や漁業（今一色・有滝・村
松・大淀など）に従事する集落もある。

2．宇治山田の社会組織と神宮の組織
　こうした諸組織については、これまで諸研究がなされ
ていると思われるが、時代的な変遷や職掌の消長と両者
間の詳細な関係実態についての解明は今後のことかと考
えられる。特に近代以降の伊勢の社会状況を考える上で
も、明治 4（1871）年の神宮制度改革前後の様相を知る
材料としては、『神宮・明治百年史』（神宮司庁・昭和
43 年）、『神宮御師資料』（皇學館大学史料編纂所編、1輯・
内宮篇、1～ 4輯・外宮篇、7輯・福嶋御塩焼大夫文書、
8輯・八幡朝見神社所蔵福嶋御塩焼大夫文書）に収載の
関係資料があるが、個別の御師に関する資料はまだまだ
明らかになっておらず、その発掘や活用のための分析視
角・方法など今後もっと議論されることが必要といえよ
う。
　宇治山田の社会組織については『宇治山田市史』（上巻、
昭和 4・1929 年）が参考となり、神宮の組織については
『神宮要綱』（神宮司庁編、昭和 4年）に掲載の解説が便
りとなる。なお神宮の職掌については薗田守良『神宮典

略』中編〈大神宮叢書〉にそれぞれの沿革など詳しいが、
内容を整理一覧できる資料作成には至っていない。しか
し、御師廃止後の状況を探って行く上でも、後で紹介す
る階層化された師職と神宮職掌との関係性のみならず、
横のつながり（たとえば親戚・縁者関係）で、如何に変
革期に対応したのか、またしてきたのかを丹念に検証す
るためには必要な作業かと思う。この点でも、本科研で
調査を進めている岩井田家資料の重要性が更に明らかと
なってこよう。
　さて、神宮の制度改革は伊勢の町に大きな変化をもた
らしたが、宗教的な関係では、明治初年の神仏分離、廃
寺、神葬祭への転換など注目点がある。なかでも御師職
の廃止は大きな出来事であり、岩井田家も神宮の職掌上
は「大物忌父職」の一臈（トップ）であるとともに師職
をつとめていた。
　明治初年の師職（御師）数について、西川順土が『旧
師職総人名其他取調帳』（明治４年時の状況を 12 年に調
べたもの、三重県神社庁蔵）によって明らかにしたとこ
ろによれば、内宮の御師（宇治御師）が 190 戸（内、絶
家が 19 戸）、外宮側の御師（山田御師）が 480 戸（内、
絶家 45 戸）で、配札数は内宮方で 110 万 4381 戸、外宮
方で約 456 万戸と推定でき、外宮方が約 4倍となってい
る（明治 4年 7 月当時）（西川「廃止前後の御師」、『歴
史手帖』12 巻 7 号、昭和 59 年 7 月）。この取調帳は、
御師廃止以降の救済策を立てる上で作成された資料であ
るが、松木素彦によれば、明治 4年頃の宇治・山田の戸
数を約 6千と見積って、師職数を 600 戸とした上で、一
つの師職家に従事する家数を 5戸と見なせば、約 3千戸、
すなわち半数の家が失職したこととなるという（松木「明
治四年の神宮御改正」『神宮・明治百年史』上巻、昭和
62 年、147 頁）。御師活動の柱である配札による収入は
町の人々の生計上、重要な要素であり、また社会変革期
における参宮客の減少は、古市など遊興街への影響も推
し量られる。
　第 1回研究会において、山田では檀家数の多い有力御
師であった三日市大夫・龍大夫邸跡をはじめ、保存活動
が行われている丸岡大夫邸を訪れ、宇治では岩井田大夫・
浦田大夫両家の外観を確認したが、廃止前の御師には当
地における家格区分との関係があった。
　『宇治山田市史』（上巻・第 3家格編第 1章総説）によ
れば、当地の家格について家筋、職務上から大略、(1)
宮司家、(2) 神宮家、(3) 会合年寄家（宇治）・三方年寄家（山
田）、(4) 町年寄家（山田）、(5) 平師職、(6) 殿原（とのば
ら）、(7) 仲間（ちゅうげん）としている。市史の記述に
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依りながら概略を紹介すると次の通りである。
　(1) の宮司家（河辺家の世襲となっていた）は、家領
90 石余で師職は務めていない。(2)「神宮家」は、明治
の神宮改革まで内・外両宮に分かれており、外宮は度会
姓、内宮は荒木田姓を名乗っていた。神宮の職制上、大
きく禰宜及びその被官である内人・物忌・小内人・雑任
の各職があり、さらに各職も内部的に分かれていた。「禰
宜職」は正員禰宜（各宮 10 名）、と権禰宜（官符権禰宜
＝公門と通称、擬符権禰宜、六位権禰宜、一代権禰宜）
とがあり、さらにその権禰宜も、正員禰宜に対して「権
任」とか「権官」と称されるが、これも重代権任（＝正
員禰宜になれる家系）と譜代権任（＝正員禰宜になれな
い。地下権任とも称す。地下権任は神宮に付かず、地下
の異姓人〈荒木田・度会姓以外〉と同様、在地のことに
あずかる。近世は名目上の存在）という区分があるなど
複雑である。
　物忌職について内宮を中心に説明を加えると、時代的
消長はあるが、大物忌・大物忌父・副大物忌父・宮守物
忌・宮守物忌父・副宮守物忌父・地祭物忌・地祭物忌
父・副地祭物忌父・酒作物忌・酒作内人（古くは「酒作
物忌父」）・清酒作物忌・清酒作内人（古くは「清酒作物
忌父」）・御塩焼物忌・御塩焼物忌父・土師器作物忌・宇
爾御器長・山向物忌・山向内人・母良（大物忌の介助）・
物忌馳使の各職があった（『神宮典略』）。明治の改革ま
で、内外両宮域内に「子良館」（こらかん）という施設
があり、大物忌（童女 1名、後世「子良」と称した）と
介助の「母良（もら）」1名とが起居し（近世では 2人
は擬制的な親子関係）、神楽の執行、配札を行っていたが、
師職としての役割はなかった。岩井田家が大物忌父職に
あったことは紹介したが、以下の諸物忌職も御師を営ん
でいたわけで、これらの関係の整理は、神宮家以下の家
格区分にも及ぶことで、まずは『神宮御師資料』（内宮篇、
外宮篇 1～ 3）に依りながら整理を進める必要があるが、
データ処理作業が煩雑でなかなか着手しがたいところで
ある。
　なお、神宮家においては、所領から扶持米が得られる
が、私的に師職を営んでいたわけで、その檀家が禁裏御
所（内宮は藤波家、外宮は桧垣家）、諸大名から全国各
地に及んでいたわけである。なお、将軍家御師の山本家
（内宮）は「宇治会合年寄家」で、春木家（外宮）は「三
方会合年寄家」であった。
　(3) 会合年寄家は、「宇治会合年寄」（内宮）、[ 山田 ] 三
方年寄家（外宮）で自治組織の年寄役で行政権を有して
いた。正六位上が極位で、神宮家より養子を得て五位権

禰宜を世襲する者（叙爵家と称する）が多かった。家領、
役料はなく、師職による収入が主となる。会合所の位置
についてであるが、宇治のそれは、宇治橋近くの「湊御
神符奉製所」に旧跡碑が建てられており、山田の方は、
県道 37 号線、一之木 1丁目の道路沿いに石碑が建てら
れている。以前は「京家」という料理店がありその板塀
沿いに建てられていた記憶があるが、移動されたようで
ある。
　(4) 町年寄家は、山田にのみあり、幕末時は 200 余軒で、
うち 17 軒は内宮権禰宜家（堤・岡田・榎倉・林・高田・
村山・松尾・中西・坂）、33 軒は外宮権禰宜で「叙爵家」
と称された。家領、役料はなく（例外もあった）、師職
を主とする者である。神宮の内人、物忌職の者もあった
とされている。
　(5) 平師職は、会合年寄、町年寄の支配を受けて、師
職を専業とする者で神宮の祠職ではない。神宮家・年寄
家などの家来格となる必要を慣例とした。家領はなく、
師職として檀家を持つ者もいるが多くは代官・手代とし
て檀家廻りを業とするとともに、商売などを営んでいた。
　(6) 殿原は、「師職の檀家回りをする手代・諸職人・商
人の中にて、名字を名宣る身分の者の総称」（市史）と
のことで、中には平師職になる者もあったという。「神
楽役人」（御師邸の神楽殿で行われる太神楽などの演奏
を担当する）の多くはこの立場から出ており、検校・勾
当・法眼・法橋・山伏も殿原の位置であった。(7) 仲間は、
「諸職人・商人・農作・日雇等」（市史）に就いていた。
　以上の外、山田には「宮司役人」「羽書取締役」の新
格が出来ていた。岩井田家資料では、師職廃止後も旧来
の檀家地を巡回していた岡部新七郎という人物の存在が
見られるが、どのような経緯で同家との関係が出来上
がっていたかなどは未詳で、他家における類似の事情も
情報が無く、今後の課題ではある。

３．今後の検討と関心事項
　岩井田家資料目録作成への協力が主となるが、宇治・
山田における社会の特性を理解するうえで 2点ほど調べ
を進めたいことがある。１点は、神宮々域と町との空間
的な区分の変遷である。既に多くの指摘がなされている
ように、現在、内宮々域と町とを区分する表象は五十鈴
川に架かる宇治橋となっているが、これは明治 20(1887)
年の神域廓清により、火除橋の外側（宮中より見て）に
密集していた御師の館や民家が移転された結果である。
更に古く遡れば、現在の内宮神楽殿付近まで人家があっ
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た。万治元（1658）年、天保年間（1831 ～ 1845）に徐々
にそれらは宮中より外へ出されて行った。この経緯をで
きるだけ抑えつつ、近代以降の変化の状況をみることで
ある。それに関して「火除橋」とは、宮中（正殿域）へ
の外部からの類火を防ぐ意味なのか、宮中における「火」
の斎忌に関わることなのかを考えてみたい。
　もう 1点は、宇治と山田および両宮接界の地、古市に
おける内的諸結合と分化にかかる社寺や儀礼について、

それぞれの機能を見ることである。宇治の町については
既に先行研究があるが、山田及び古市については、特に
近代以降の問題もふくめ神宮とのかかわりにおいて今後
資料収集を含め検討したい。

　＊本稿は、第 2回研究会での口頭報告をもとに文章化
したものである。　

（上掲２図は『神宮要綱付録：内外宮神域内廓清沿革図』より転載）
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伊勢をはなれた御師家族の震災経験
関東大震災の安否を知らせる書簡から

濱千代　早由美

はじめに　
　岩井田家資料には、様々な立場でやりとりされた書簡
が含まれている。御師として北関東の檀家と間でのやり
取りされたもの、地域社会における自治組織の一員とし
てやり取りされたもの、御師廃絶後、下宿屋の主人とし
て店子であった神宮皇學館の学生やその家族との間でや
り取りされたもの点数が目立つ。これらの書簡の中に、
数は少ないものの、伊勢を離れた家族から伊勢の岩井田
家に送られてきたものが含まれている。本稿では、関東
大震災から 1ヶ月後の大正 12 年（1923）10 月に、東京
で被災した家族から届いた書簡をもとに、伊勢を離れて
東京に暮らす出郷者としての元御師たちの姿を知る手が
かりとしたい。

1．御師廃絶後の岩井田家
御師は伊勢参宮隆盛の重要な立役者であったが、明治
4年（1871）の神宮制度改革の断行によって廃絶するこ
ととなった。明治 4年の御師数については、外宮側の御
師（山田御師）が 480 戸（うち、絶家 45 戸）内宮側の
御師（宇治御師）が 190 戸（うち、絶家が 19 戸）と推
定される［西川　1984年］。このとき、約600戸の御師と、
御師のもとで働いていた人々が同時に失職に追い込まれ
たということになる。
しかし、御師制度廃止以後、御師と御師に関わった人々
の暮らしがどのようなものであったのかは、十分に明ら
かになってはいない。宇治と山田の街で神宮との直接的
な関わりを持った者はわずかで、旅館を開業するなど、
参宮に何らかの形で関与する者もあれば、桑畑開発など
の殖産事業の開始や他職への転業などの道を探った者も
あった。また、伊勢を離れる選択をした者もいた。
岩井田家の場合、岩井田家第 16 代当主・尚行は、神
宮改革によって一度は皇大神宮権禰宜の職務を免ぜられ
た。しかし、新制度の中で豊受大神宮主典に再雇用され、
後には権禰宜となり、大麻頒布の規則づくり等、近代の

神宮改革にともなう制度再編にも関わった［岩井田家所
蔵資料調査チーム岩井田家未公開資料特別展図録編集Ｗ
Ｇ編　2014 年］。このように、尚行は神宮改革が断行さ
れた後の新しいシステムの中でも、活躍の場を得ること
ができた。尚行は養子として駿蔵を迎え、この人物が第
17 代当主となるが、神宮との直接的関わりは尚行で途
絶えることになる。
本稿で紹介する書簡は、大正 12 年（1923）10 月 9 日
の日付があり、駿蔵の子で第 18 代目当主となる尚文か
ら、祖母である岩井田こま 1 宛に関東大震災後の安否を
知らせるものである。この頃、岩井田家では神宮に奉職
する者がいなくなっており、尚文の父・駿蔵は愛知県名
古屋市富士塚町に居を構え、「私立名古屋商業学校」に
勤務していた。一方、大正 10 年代の伊勢の岩井田家は、
こまが神宮皇學館の学生を寄宿させつつ守っていた。御
師廃絶後も、北関東の檀家とのやり取りは続いていたが、
徐々に御師活動が終わりを迎えようとしていた。
　

2．伊勢を離れた御師たち
出郷者としての在京御師
　明治期の日本全体に目を向けてみると、近代以降、東
京や大阪といった大都市に居住するようになった出郷
者・地方出身者は、明治中頃から目立ちはじめるように
なった。彼らは、「立身出世」を目指して、あるいはや
むにやまれぬ理由から、大都市を目指した。書生、官吏、
兵士、商家の丁稚、職人の徒弟、女中、工場労働者、「都
市下層民」などが、明治初め頃の「出郷者」であった。
日清・日露戦争後の殖産興業期を経て、資本主義体制が
整うと、農村から都市に向かう「向都離村」の傾向はま
すます強まった［髙橋　1985 年］。
　「向都離村」という言葉が示すように、出郷者につい
ての研究は、都市－農山漁村関係を前提としてすすめら
れてきた 2。伊勢から東京を目指した御師が、出郷者研究
の想定するようなムラからの出郷者であったのかどうか
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については一考を要するものの、彼らもまた、新天地に
道を求めたのである。

岩井田家の出郷者
尚文の父である駿蔵がどのような教育を受けたかにつ
いては、養子であることもあって、これまでの調査・研
究では十分に明らかになっていないが、「私立名古屋商
業学校」で化学の教鞭をとれるだけの高等教育を受けた
人物であることは確かである。また、尚文は、他の岩井
田家資料の記述を総合すると、明治 33 年（1900）生ま
れで、当時は 20 代前半であったと考えられる。大正 8
年（1919）頃、駿蔵が名古屋からこま宛に送った書簡に、
尚文の病気と尚文の弟・清三の名古屋商業学校への受験
準備のため、正月の伊勢への帰郷をひかえる旨が記され
ており、駿蔵が息子たちに対して相応の教育を受けさせ
たことが推察される。駿蔵・尚文の親子は、ともに近代
教育を受け、大都市に職を求めた 1人だったのではない
だろうか。
尚文からの書簡の差し出しは、「王子抄紙部内研究所
第一部　東京市牛込区市ヶ谷田町二ノ二八　中西方」か
らとなっている。これまでの調査から、印刷局につとめ
ていた中西常真という親戚がいたことが明らかになって
いるので、この人物のもとに寄宿していたのであろう。
本資料には、このほかに印刷局について言及されてい
る箇所が何カ所も認められる。これには、伊勢出身で、
大蔵官僚から衆議院議員（立憲民政党）にまでなった池
田敬八（明治 7年（1874）～昭和 38（1963））という人
物が関与するところが大きい。資料中の、「印刷局の方
も今局長洋行中ですが、…（後略）…」とある「局長」
というのが、池田敬八である。池田は、大蔵省専売局事
務官、専売局参事、専売局長官官房監理課長などを経て、
1917 年（大正 6 年）からは印刷局長を務めた。昭和 3
年（1928）、印刷局長を辞して、第 16 回衆議院議員総選
挙に出馬し、当選。第 17 回、第 18 回でも再選された。
池田は、伊勢出身者の専売局、印刷局への就職の斡旋に
も力を発揮しており［太田　2016 年］、中西常真や尚文
も、池田の斡旋によって東京での職を得たようである。

同郷者ネットワークの形成
出郷者は、故郷をともにする都市居住者たちの集まり
である「同郷者集団」を形成したが、伊勢を含む三重県
度会郡出身者たちもまた、同郷者集団として「度会郷友
会」を形成し、明治 27 年（1894）から 50 年にわたって
会誌『度会』を刊行していた。

この会結成の発端は、明治 25 年（1892）に郷里へ帰
省した在京学生の茶話会である。宇治山田（現伊勢市域）
出身の在京学生が大半を占めるものだったが、明治 27
年 3 月に、在京学生だけでなく、度会郡全体の団体とし
て度会郷友会が結成された［太田　2016 年］。先述の池
田敬八は、度会郷友会結成時、東京帝国大学生として、
発起人に名を連ねている 3。
明治 20 年代から 30 年代にかけて、全国的に地方から
の東京遊学が盛んになるが、同郷者集団が組織化され
る以前に、すでに在京青年たちが、小規模ながらも互助
的な生活共同体を形成していたことは、すでに指摘され
ている［河西　1992 年、前田　2002 年］。池田らも、同
郷者集団の流行の中で、会を発足させたことが推察され
る。本稿で問題とする在京元御師たちも、何らかの形で
この会に関わったようだが、度会郷友会については、太
田未帆［太田　2016 年］による研究があるのみで、今後、
詳細な研究が待たれるところである。

3．関東大震災発生時の在京御師
　大正 12 年（1923）9 月 1 日、関東大震災発生が発生し、
在京元御師たちも被災した。本稿で紹介する震災発生か
ら 1ヶ月後に届いた被災報告の中に、東京で岩井田尚文
が関わりを持っていた元御師について言及されている。
在京の「我共一家一族」として、小林、福村、山本、中西、
刀祢館の元内宮御師の名が挙げられ、「我共一家一族即
ち小林方、福村様方、山本様方、中西様方、刀禰館様方
皆誰にも怪我なく、家は焼けず居たのは全く平常からの
おばあ様の神様に対する深き御信心からであると信じま
す。」と、その安否が報告されている。尚文が寄宿して
いた中西家は、大きな被害はなかったものの、近隣で火
災が起こったため、家財をまとめ、電車線路や神社の境
内に寝るなどの避難生活を余儀なくされている。東京で
は田舎のように隣近所と親しくつきあうということがな
かったが、お互いに助け合うようになったことや、災害
後は殊に泥棒が多くなるという噂があり、夜警を続ける
ことになったことなど、避難状況が綴られている。
「我共一家一族」として名が挙げられ、こまに対して
安否報告がなされた親戚は、全て元内宮御師である。つ
まり、彼らは同郷者であると同時に、親戚でもあった。
これまでの岩井田家資料調査によって、幕末から明治・
大正期にかけての岩井田家の姻戚関係は、伊勢の中でも、
内宮を中心とした宇治の街に限定される傾向があったこ
とが明らかになってきている［濱千代　2007 年・2016
年］。しかし、幕末期の親戚付き合いが分かる婚姻や葬
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儀に関する資料には、本資料に挙げられている名前は見
当たらない。明治・大正を経て、親戚としての付き合い
が変化したのかどうか、「我共一家一族」としての付き
合いが、在京という共通項によって深くなったものかど
うかについては、今後、留意していく必要があるが、伊
勢としてのまとまりではなく、宇治としてのまとまりが、
東京においても継続していることは確かである。
では、伊勢出身者による同郷者集団と、尚文が「我共
一家一族」として捉えていた人々はどのような位置づけ
にあったのだろうか。先述の『度会』225 号は、会員の
被災状況、現住地、体験談などを掲載した「震災号」と
なっている 4。書簡から「我共一家一族」のうち、1軒し
か家が焼けていなかったという被災状況を把握すること
ができるが、度会郷友会による被災状況調査には、岩井
田はもちろん、小林、福村、山本、中西、刀祢館のいず
れも記載がなく、刀祢館が 226 号で住所の記載があるの
みである 5。その理由をとくためには、今後、雑誌『度会』
の記述内容の精査および在京御師についての調査が必要
であることは言うまでもないが、大正 10 年代に東京に
一定数の度会出身者のネットワークがあり、その中に外
宮御師、内宮御師のネットワークが入れ子状に存在して
いたことが推察される。少なくとも、尚文たち「我共一
家一族」が、東京で助け合いながら、「なつかしい故山
の姿町の形、殊に神聖な両宮の鎮座さるゝ天地」に思い
をはせていたことについては、岩井田家資料から知るこ
とができる。

４．震災に関する記憶
　近年、過去に発生した災害に関する記憶を「災害に関
する記憶」資料としてとどめ、それにより得た教訓を将
来的に生じるかもしれない大災害への対策に活かす取り
組みが、各方面ですすめられているが 6、本資料には、関
東大震災を経験した当事者による震災の記憶として、興
味深い記述がある。
その 1点目は、震災関連死についての記述である。中
西家の「龍」という人物が胃潰瘍のために亡くなった
ことが報告され、「地震の驚愕と戸外に寝

〔 マ マ 〕

らたりしたの
がその原因」であろうと推察している。先述の『度会』
225 号には、会員の被災体験が掲載されているが、この
ような震災関連死については把握されていない。
災害関連死は、1995 年に発生した阪神・淡路大震災
を契機として、災害弔慰金の可否を認定する必要から、
公的に認められるようになった概念である。当然のこと
ながら、災害と何らかの因果関係を持つ死は、阪神・淡

路大震災以前にも起こり得たのであり、本資料の記述は、
その一例である。
また、当時の災害観についても記述がある。刀祢館正
雄は、8月末に神戸から東京に居を移してすぐに震災に
見舞われた。「神戸と云ふ所は殆ど地震のない所ださう
です。」とあり、当時の災害に関する認識では、その約
70 年後、神戸を大規模な震災が襲うことになることは
想像もつかなかったことが分かる。
3点目に、災害後の流言についての記述がある。災害
発生後に根拠不確かなうわさ話、流言が出回ることにつ
いては、様々な方面から指摘されているが、関東大震災
発生後には、「朝鮮人が井戸の水に毒を入れたらしい」
等の流言が出回った。書簡には、「いや私達男子は朝鮮
人放火、或は井戸に毒を入るゝの噂に起きて、夜警をし
なければならないのでした。」とあり、流言の流布とそ
れに応じる行動を確認することができる。しかし、とく
に「夜警」以上の言及はなく、むしろ泥棒が横行するこ
とを恐れて 5月まで夜警を継続することになったようで
ある。
以上のような一被災者の災害の記憶が記されているの
も、本資料の価値であろう。

5．御師の経験した近代　まとめにかえて
本資料は、関東大震災の被災状況を知らせる内容であ
るが、御師廃絶後の彼らが、どのように近代を経験した
のかを知る資料としてみる事も可能である。
例えば、便箋 5枚にペン書きでしたためられ、新旧の
仮名遣いが混ざっているなど、大正という時代のリテラ
シーを知る上でも興味が引かれる。
また、東京の都市形成という側面からみれば、これも
また興味深い記述がみられる。尚文が寄宿していた中西
家は無事だったものの、勤務先が焼けた農商務省の事務
所になるために王子（現北区）の抄紙部に移転すること
になった。そうなると、市ヶ谷の中西家からは通勤に不
便である。そこで、震災後の諸事が落ち着いたら、王子
のすぐ近くである「瀧の川（現北区滝野川）」に居を構
えていた画家の信五郞宅から通うことを知らせている。
滝野川の金剛寺（紅葉寺）は、江戸時代から紅葉の名
所として知られるが、「之からの秋の郊外は景色も住心
地もよくかへって喜んで居ります。瀧の川は紅葉の名所
で、よく人が遊びに行く所です。」と記している。滝野
川は、鉄道敷設に伴う駅の開設 7、工場の開設 8 や日露戦
争を契機とする軍施設の移転 9 によって開発が進められ
たが、尚文の書簡からは、大正 10 年代においても、ま
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だ「都心から遊びに行く郊外」という位置づけだったこ
とが分かる。滝野川のあたりは台地であったために、ほ
とんど震災の被害を受けず、震災後、被災者の移住先と
なってさらに住宅地化が進み、昭和 5年頃には、田畑が
なくなった［北区史編纂調査会　1992 年］。尚文の書簡
から、近代化・都市化が進む滝野川周辺に、何人かの旧
御師が住んでいたことが分かっており、度会郷友会の名
簿からも、何名かの名前を認めることができる。伊勢か
ら東京に出た彼らは、東京の近代化のまっただ中にいた
のである。
明治期の近代の波に翻弄されたとも言える元御師たち
が、日本社会の急激な産業化・都市化の中で、どのよう
に生きたのかについては、ほとんど分かっていない。関
連資料を重ね合わせることによって、彼らを「近代の隙
間」から見つけ出す作業を、今後も継続する必要がある。
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　郷者集団の民俗学的研究』岩田書院、2002 年）
松崎憲三　「県人会と同郷団体」（新谷尚紀・岩本通
弥編『都市の暮らしの民俗学①　都市とふるさと』
吉川弘文館、2006 年）
松本通晴・丸木恵祐編　『都市移住の社会学』世界思
想社（1994 年）

　注

1　�「こま」は、駒子と記されることもあるが、岩井田家第 16 代当主・

尚行の継室である。弘化元年（1844）生まれで、昭和元年（1926）

に |83 歳で亡くなっている。

2　�出身を同じくする人々の結社についての研究は、社会学、地理学、

歴史学、民俗学、文化人類学などで研究の蓄積がある。筆者のこ

の分野での研究については、西アフリカ・カメルーンの都市（バメンダ）

における同郷集団による結社を中心としたurban-village 関係につい

ての報告がある［濱千代　2001 年］。

3　�溝口鹿次郎、村井亥三、亀谷環、岡田織之助、池田敬八の5名

が発起人となっている［太田　2016 年］。度会郷友会の入会資格

は、宇治山田市及び度会郡出身者もしくは「同郷二関係アル者」で、

在京者だけでなく、朝鮮、満州、台湾、樺太などまでも広く網羅する

ものだった。

4　�本来、大正 12 年（1923）9月に刊行される予定であったところ、震

災のために翌年 2月まで刊行が遅れている。

5　�後述するように、刀祢館正雄の神戸から東京への転居直後に震災

が発生したという事情もあったと考えられる。

6　�例えば、首都圏形成史研究会では、災害を通じて首都と首都圏の

近代史を考えることを目的に、サブ部会として、2016 年に「首都圏

災害史研究会」を設立し、「災害史」に関する首都圏の自治体史

等を精査し、年表を作成するという作業が進められている。この作

業は、記録されたものから、「記憶」を拾い上げる作業とも言えよう。
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7　�明治 16 年（1883）に日本鉄道株式会社が、上野・熊谷間を開通し、　

王子駅を開設した。次いで、明治18 年（1885）に、赤羽・品川

間を開通し、板橋駅を開設した。明治 44 年（1911）、王子電気

軌道が大塚から飛鳥山間の軌道を開通すると、宅地としての発展

が始まっている。

8　�洋式紡績工場が明治 5年（1872）から操業を開始し、明治 6年　

（1873）には、王子製紙の前身である抄紙会社が開設された。大

正期には、製麻、製糸、製紙関係の工場に通う勤め人が定住する

ようになった。

9　�日露戦争を契機として、陸軍省は明治 38 年（1905）に小石川の東　

砲兵工廠の銃砲製造所を下十条に移転し、その関連から　雷
らいこうば
汞場　

(雷管用の爆薬の製造および装填）を滝野川に設置した［北区史

編纂調査会　1992 年］。

う
ま
く
都
合
出
来
た
ら
帰
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
一
寸
帰
ら
れ
な
い
だ
ら
う
と
思
ま
す
一
層

や
め
ら
れ
て
も
い
ゝ
覚
悟
な
ら
、
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
こ
ん
な
悲
惨
な
有
様
を
実

際
見
る
と
あ
さ
ま
し
く
又
皆
様
方
の
年
と
ら
れ
、
た
よ
り
な
い
生
活
を
考
え
気
が
ゝ
り
で
而

し
て
な
つ
か
し
い
故
山
の
姿
町
の
形
、
殊
に
神
聖
な
両
宮
の
鎮
座
さ
る
ゝ
天
地
を
想
像
す
る

と
、
た
ま
ら
な
く
帰
り
た
く
な
り
、
一
層
暫
く
帰
っ
て
後
再
挙
を
計
ら
う
か
と
も
考
へ
ま
す

が
、
昨
今
暫
く
天
の
成
行
に
ま
か
さ
う
と
思
ま
す
。
も
う
局
の
人
で
も
大
分
待
命
に
な
っ
た

ひ
と
が
あ
り
ま
す

　
　

祖
母
様　
　
　
　
　
　
　

尚
文
よ
り

【
封
筒
裏
】

　
　

印
刷
局

　
　
　

王
子
抄
紙
部
内
研
究
所
第
一
部

　
　
　
　
　

東
京
市
牛
込
区
市
ヶ
谷
田
町

　
　
　
　
　
　

二
ノ
二
八　

中
西
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
井
田
尚
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
九
日

　　　
　

注

（
一
）�

手
代
と
元
下
宿
生
に
「
天
津
」
と
い
う
人
物
が
い
る
。
本
文
か
ら
は
、
ど
ち
ら
の
人
物
か
は
判
別
で　

き
な
い
。

（
二
）
中
西
家
の
家
族
か
。

（
三
）�
い
ず
れ
も
内
宮
の
元
御
師
で
あ
る
。
中
西
常
真
は
、
印
刷
局
に
つ
と
め
て
い
た
親
戚
で
、
尚
文
は
こ

の
家
に
下
宿
し
て
い
た
。

（
四
）�

池
田
敬
八
。
内
閣
印
刷
局
長
と
し
て
、
欧
米
視
察
中
に
関
東
大
震
災
が
起
こ
り
、
視
察
日
程
を
切
り

上
げ
て
帰
国
し
た
。

（
五
）
現
東
京
都
北
区
滝
野
川
。
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資
料
翻
刻　

「
書
簡
」　
　

岩
井
田
家
資
料　

⑤
‐
58
‐
41

 

凡
例

一
．�

岩
井
田
家
所
蔵
に
か
か
る
「
書
簡
」（
資
料
№
⑤‐58‐41
、
洋
紙
便
箋
五
枚
に
ペ
ン
書
き)

の
全
文
翻
刻

で
あ
る
。　

一
．�

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
文
に
忠
実
に
あ
る
よ
う
つ
と
め
た
が
、
旧
字
体
、
異
体
字
は
通
行
の
文
字
に

改
め
た
。

12
年
10
月
9
日

先
日
ハ
天
津
（
一
）
様
よ
り
御
葉
書
い
た
ゞ
き
有
難
く
厚
く
御
礼
申
上
下
さ
い
ま
せ
。
震
災
後

既
に
一
ケ
月
有
餘
詳
報
は
日
々
新
聞
紙
に
精
し
く
掲
げ
ら
れ
て
御
存
知
で
せ
う
が
此
度
の
事

件
程
に
痛
ま
し
い
惨
事
は
又
と
少
か
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
色
々
と
申
上
た
事
は
、
た
く
さ
ん

有
り
ま
す
が
、
後
始
末
や
ら
、
そ
こ
へ
又
龍
（
二
）
様
の
御
逝
去
や
ら
で
、
何
か
と
取
込
ん
で

居
ま
し
て
早
速
の
た
よ
り
も
、
後
で
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
何
し
ろ
、
今
度
の
こ
ん
な
大
震
火

災
に
、
我
共
一
家
一
族
即
ち
小
林
方
、
福
村
様
方
、
山
本
様
方
、
中
西
様
方
、
刀
祢
館
様
方

（
三
）
皆
誰
に
も
怪
我
な
く
、
家
は
焼
け
ず
居
た
の
は
全
く
平
常
か
ら
の
お
ば
あ
様
の
神
様
に

対
す
る
深
き
御
信
心
か
ら
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
唯
一
人
中
西
三
郎
様
（
又
用
尚
様
）
宅
丈

が
下
谷
に
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
焼
け
た
丈
で
し
た
。
刀
祢
館
正
雄
様
は
八
月
末
か
ら
神
戸

の
勝
田
汽
船
の
方
を
よ
さ
れ
、
東
京
朝
日
へ
入
社
せ
ら
れ
た
許
で
あ
つ
た
も
の
で
す
か
ら
大

変
驚
ろ
い
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
神
戸
と
云
ふ
所
は
殆
ど
地
震
の
な
い
所
だ
さ
う
で
す
。
家
は

こ
の
中
西
の
す
ぐ
後
の
方
に
、
い
ゝ
の
が
あ
り
ま
し
た
の
で
そ
こ
に
き
ま
り
ま
し
た
。
高
台

で
前
に
外
濠
を
見
下
し
暑
い
夏
の
夜
で
も
涼
し
い
風
が
そ
よ
〳
〵
入
り
ま
す
。
早
く
刀
弥
館

の
伯
父
が
見
舞
に
来
て
下
さ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
山
田
へ
は
私
達
の
情
況
を
精
し
く
御
知

ら
せ
す
る
事
が
出
来
好
都
合
で
し
た
。
私
方
は
地
震
で
家
は
そ
ん
な
に
毀
れ
ま
せ
ん
で
し
た

け
れ
ど
も
二
日
の
夜
に
は
火
が
余
程
近
く
来
ま
し
て
烟
や
火
粉
が
降
っ
て
来
た
も
の
で
す
か

ら
家
財
は
一
通
ま
と
め
ま
し
た
、
さ
う
し
て
私
達
は
裏
の
電
車
線
路
に
寝
ま
し
た
。
一
日
の

夜
、三
、四
日
の
夜
は
裏
の
お
稲
荷
様
の
境
内
に
寝
ま
し
た
。い
や
私
達
男
子
は
朝
鮮
人
放
火
、

或
は
井
戸
に
毒
を
入
る
ゝ
の
噂
に
起
き
て
、
夜
警
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
た
。
食

べ
る
物
は
玄
米
の
握
飯
で
す
し
、
ほ
ん
と
う
に
生
ま
れ
て
初
め
て
の
、
辛
い
而
し
尊
い
経
験

で
し
た
。
皆
共
同
し
て
事
に
當
り
ま
し
た
。
東
京
で
は
近
所
、
隣
と
云
っ
て
も
親
し
い
家
は

親
し
い
で
す
が
、
田
舎
の
様
に
ど
こ
も
、
親
し
く
つ
き
あ
ふ
と
云
ふ
様
な
点
は
薄
か
っ
た
で

す
が
こ
の
事
が
あ
っ
て
か
ら
、
御
互
に
融
通
し
合
ひ
相
助
け
ま
し
た
。
災
害
後
は
殊
に
泥
棒

が
多
く
な
る
と
云
ふ
噂
に
夜
警
は
尚
来
年
の
五
月
頃
迄
続
け
る
さ
う
で
す
。
御
気
毒
な
の
は

龍
様
で
す
。
や
は
り
地
震
の
驚
愕
と
戸
外
に
寝〔

マ

マ

〕

ら
た
り
し
た
の
が
そ
の
原
因
と
な
っ
て
居
る

の
で
は
な
か
ら
う
か
と
存
じ
ま
す
。
中
気
の
方
は
以
前
と
そ
ん
な
に
病
情
に
変
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
胃
潰
瘍
の
為
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
病
人
で
な
く
て
も
連
日
の
心
配
や
疲
勞
や

看
病
の
為
に
身
体
を
悪
く
し
、
半
分
病
人
で
す
。
私
も
と
う
〳
〵
こ
の
四
月
か
ら
胃
腸
を
こ

わ
し
、
風
邪
を
引
い
て
寝
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
あ
ち
ら
、
こ
ち
ら
、
沢
山
手
紙
を
書
か
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
所
が
あ
っ
て
、
す
ま
な
い
の
で
す
が
、
や
っ
と
今
日
少
し
よ
く
、
な
っ
た
も
の

で
す
か
ら
第
一
に
か
き
ま
し
た
。
印
刷
局
の
方
も
今
局
長
（
四
）
洋
行
中
で
す
が
、
取
敢
へ
ず

市
内
の
印
刷
屋
の
信
ず
べ
き
大
き
な
所
へ
局
監
督
の
下
に
、
夫
々
依
頼
し
、
又
大
坂
の
方
の

大
会
社
へ
も
依
頼
し
ま
し
た
。今
の
所
は
焼
け
た
農
商
務
省
の
事
務
所
に
な
る
と
云
ふ
の
で
、

我
等
は
王
子
の
抄
紙
部
の
方
へ
移
さ
れ
る
事
に
な
り
今
移
転
中
で
す
。
そ
う
な
る
と
、
こ
ゝ

か
ら
で
は
朝
の
始
が
早
く
、
通
勤
す
る
の
が
大
変
で
す
か
ら
、
向
ふ
の
方
を
尋
ね
ま
し
た
処
、

幸
ひ
龍
様
の
御
子
息
で
、
画
家
の
信
五
郞
様
が
是
非
御
出
な
さ
い
と
い
は
れ
る
の
で
御
言
葉

に
甘
へ
参
ら
う
か
と
思
っ
て
ま
す
。
家
は
瀧
の
川
（
五
）
で
王
子
の
す
ぐ
近
く
で
す
。
又
小
林
、

福
村
方
へ
も
、
大
変
近
い
で
す
。
而
し
今
こ
ち
ら
の
家
は
龍
様
な
く
な
ら
れ
、
常
夫
様
、
康

平
様
も
奥
様
を
も
た
れ
家
を
別
に
し
て
、
居
ら
れ
、
且
常
夫
様
は
又
今
日
よ
り
一
ヶ
月
許
神

戸
の
方
に
会
社
の
用
で
御
出
に
な
り
ま
し
て
、
家
に
は
男
手
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
暫
く
朝

は
辛
い
で
す
が
、
こ
ゝ
か
ら
通
勤
し
や
う
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
之
か
ら
の
秋
の
郊
外
は
景

色
も
住
心
地
も
よ
く
か
へ
っ
て
喜
ん
で
居
り
ま
す
。
瀧
の
川
は
紅
葉
の
名
所
で
、
よ
く
人
が

遊
び
に
行
く
所
で
す
。
此
間
宇
治
今
在
家
の
人
で
山
田
へ
帰
る
と
云
ふ
人
が
あ
り
ま
し
た
、

尋
ね
て
行
き
ま
し
た
か
し
ら
、
私
も
、
こ
ん
な
事
が
あ
っ
て
、
色
々
御
話
し
た
い
事
は
書
き

ず
外
に
す
こ
し
用
も
あ
り
ま
す
か
ら
暇
が
と
れ
た
ら
帰
り
た
い
と
は
思
ひ
ま
す
が
、
今
こ
う

し
て
、
移
転
の
際
に
一
週
間
も
休
み
、
尚
其
上
、
国
へ
帰
っ
て
休
め
ば
、
今
正
に
整
理
の
始

ま
ら
ん
と
す
る
時
に
際
し
、
い
く
ら
池
田
様
の
御
贔
屓
で
も
、
大
変
危
い
で
す
か
ら
、
或
は
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資料紹介「尚武出産祝」

田口　祐子

１．岩井田家所蔵資料における本資料の位置づけ
　伊勢の旧御師であり、神宮（内宮）の祠職（大物忌父）
家であった岩井田家の所蔵資料は、①御師活動、②御師
廃絶後の殖産興業、下宿業、③神宮に関する資料と④家
乗に分けられる。本稿では、特に④に含まれる岩井田家
で営まれた産育儀礼に関する音物帳について紹介する。
　取り上げる音物帳、「尚武出産祝」（明治36年2月25日）
は岩井田家に生まれた子ども、「尚武」の出産にともな
う贈答に関する覚え書きである。
　岩井田家所蔵資料は現在整理作業が進んでいるが、子
どもの誕生や成長に関する産育儀礼に関する資料につい
ては、現時点で本資料同様の出産祝いに関するもの（「尚
文出産祝到来家之控」、「尚文祝おほへ」）と、養子縁組
に関するもの（「駿蔵引取の際祝品到来家之控」、「駿蔵
引取祝」）がみられる。このうち、駿蔵は岩井田家の第
17代当主であり、尚文はその息子である。本稿の尚武は、
この駿蔵の子であることから、尚文とは兄弟ということ
になる。
　本資料も含まれる産育儀礼に関する資料類は、旧御師
家・神宮祠職家といった特殊な状況（特別な家）におか
れた岩井田家の家庭行事の記録として、そして明治 30
年代の宇治地区の出産にともなう贈答慣行を知る上でも
貴重な資料であるといえる。
本稿では、出産に関する贈答慣行の全国的な状況、

また宇治地区における本資料の位置づけを確認した上
で、本資料における、贈答品の内容、贈答のやり取りの
相手等について触れ、現時点での解釈を示した。観光の
側面だけでなく、御師の家庭生活や在地の論理について
目配りし、出産にともなう贈答の様子、旧御師・神宮祠
職家であった岩井田家の地域社会における位置づけ、関
係について概観した。

２．本資料の内容
　本資料の形態は、横帖一冊、表紙と墨付 2丁からなる

（或いは、表紙を含め 3丁）。
　表紙に、「明治三六年二月廿五日　尚武出産祝　岩井
田家」とあり、1丁表は「なわ引もち　くばりさき」と
し住所地と人（家）の名が書き連ねられており、1丁裏
と 2丁表は上段に品物名、中段に数量、下段に人（家）
の名、そして住所についても記されている。このことか
ら、出産に関する贈答品の覚え書き、控えのようなもの
であったと考えられる。

（1）出産祝いに関する覚え書きであることについて
　出産直後の短期間に、ものの贈答をともなう祝いや見
舞いは、全国的に多く行なわれてきた。本資料は、この
ような祝いの中のどのような祝いに関するものであった
のだろうか。旧御師家であることに関連した特殊性があ
るのかを含め、この覚え書きの書かれた目的や背景につ
いて確認したい。
　出産に関して行なわれる贈答をともなう祝いや見舞い
の種類の数は多く、「三日祝い」「産見舞い」「お七夜」「命
名祝い」など多くの呼称がみられる。これらの祝い等の
記録をみると、時の流れや人の動きと共に、同呼称のも
のであっても内容が他のものを兼ねたり、一部あるいは
大幅な変更がみられたりといった様子がうかがえる。こ
のため、呼称による分類は難しいといえる。
　そこで、これらの出産後の儀礼における「贈答」に注
目し、「贈答目的」「贈答者」という点から整理したとこ
ろ、次のように大きく 3つに分けることができた。
①�出産を知らせるため、出産した家の側から親戚・
近隣へ贈り物をする。
②�出産を祝うために、親戚・近隣から出産した家に
贈り物をする（主に産見舞い等）。
③�出産の祝いをもらった家へ、母親・生児の側から
祝返しを贈る（主に七夜・命名祝い等）。

　本資料の 1丁表はまず「なわ引もち　くばりさき」と
なっており、これに続く記述は「なわ引もち」を配った
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先の控えとなっていると考えられる。「伊勢では、七夜
祝いや名付け祝いで配る餅をナワヒキモチといってい
た」（『産育習俗語彙』）1 としていることと、上で挙げた
3分類を併せて考えると③にあたる。以上から本資料は、
産後 7日目頃に行なわれる、七夜祝いや名付け祝いに関
する贈答の覚え書きであったと考えられる。

（2）伊勢における産後 7 日目頃の祝いに関するこれま
での記録と本資料
　伊勢における産後 7日目に行なわれた儀礼の記録につ
いて、自治体史等からみてみたい。
　『伊勢市史　第 8巻民俗編』（平成 21 年）には、昭和
7年の一之木町のある家での出産前後の記録が掲載され
ている。出産後の肥立ちが順調であったこの家では、7
日目に「命名祝」をして、産神をまつり、産婆を招き（他
の招待者は不明）命名披露したこと、祝餅として一軒に
つき何個かずつを 34 軒に配ったことが記されている。
「命名祝」は、この地域でナビラキ、シチヤイワイ、ナ
ワトリとも呼ばれ、通常、産婆・親戚の縁の濃い人（兄
弟姉妹の女）、仲人（女）などを招いて、女性のみで会
食する集まりだったという。
　ここでは、餅の名称については記されていないが、『宇
治山田市史　下巻』（昭和 4年）では、名付けの式でも
ある七夜祝いで、親戚縁者に配る餅のことを「なわひき
餅」とし（陣笠のような形をした餅であったという）、
出産を祝って贈られた物の祝返しとしたことが述べられ
ている。
　印象深い「ナワヒキ」の名称については、『三重県史　
別編民俗』（平成 24 年）にて言及されている。「縄引」
の名称をもつ儀礼が、中勢から南勢・志摩地方にかけて
みられ、産後 3日・5日・7日目等に「餅を配る」「産神・
山の神を祀る」「産婆への謝礼をする」と説明されている。
また、本来は 7日目以前に産の忌明けの初期儀礼として、
独自の儀礼が行なわれていたのではとしている。
　以上のことより、表紙に続く 1丁表は、産後 7日目頃
の七夜・命名祝いで配られた「なわ引もち」の配り先の
控えで、1丁裏と 2丁表はそれに先立って岩井田家に送
られた出産を祝う品々の控えであり、この地域の通常の
習慣にのっとったやりとりの覚え書きであったことがわ
かる。さらに出産祝いの送り主と「なわ引もち」配り先
とは、ほぼ一致している点からも、贈答に関する控えで
あることが、再確認できる。

３．資料の考察
　贈答品の中で目立つものとして、「なわ引もち」と「う
こん」がある。　
　「なわ引もち」については、本資料の内容を明らかに
するものとして、前章で取り上げ述べた。ここでは、贈
答品の１つである「うこん」を取り上げ考察したい。
　また、覚え書きに贈答品とともに書き記された、贈っ
た側と贈られた側の名からみえてくる社会関係について
も考えてみたい。

（1）出産を祝う贈答品としての「うこん」
　親戚や近隣からの出産を祝う贈答品に関する覚え書き
と考えられる 1丁裏と 2丁表（2章で行なった出産後の
儀礼分類で②にあたる）は、「うこん」「やまともめん」
「かなかしら」「ます」といった品を上段に、その数量を
中段に、そして下段に贈り主名という形の記録となって
いる。品物のうち、「やまともめん」「かなかしら」2「ます」
は、出産の祝いの主要な贈答品とされる、布類と魚介を
中心とした食物である 3。それでは「うこん」とは何であ
ろうか。
上段に書かれた品物のうち、「うこん」は全 16品中 12

品を占めている。宇治地区でどのような品が出産を祝っ
て贈られたのかについては、残念ながら資料がないが、
三重県全域でみると、「うこん」は出産を祝う贈答品とし
てたびたびみられる。例えば、多度町では明治 36年に出
産を祝って「うこん木綿」半反が 3人から贈られたこと、
明治 44 年に「黄紺」（うこんと思われる）7尺が贈られ
たとの記録が残っている（『多度町史　民俗』平成 12年）。
　出産を祝って贈られる「うこん」は、多度町の例にあ
るようにうこん染めの産着や反物を意味することが全国
的に広くみられる。例えば、『産育習俗資料集成』4では「産
見舞い」の贈り物について詳細に書かれた千葉県や長野
県の報告で、男児はうこん木綿の反物や産着などを贈る
と報告されている。
　本資料における「うこん」については、産着や反物と
いった形状等は書かれていない。数量を示すとみられる
部分には、「半」「二」の他「丈」とあり、ここから「う
こん」が産着や反物であると推測できる。
出産を祝う贈答品が「うこん」に集中している点では、

特殊性も感じられるが、先述したように明治の頃には、出
産を祝ってうこん染めの産着や反物を贈ることが一般的で
あったことから、「なわ引もち」同様、「うこん」もこの地方
の通常の習慣にのっとったものであったと考えられる。
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（2）覚え書きにみられる社会的関係について
　覚え書きの1丁表の餅配り先と、1丁裏と2丁表の贈り
主とでは、ほぼ姓名や家名が一致しているとした。これら
にみられる贈答のやりとりには、贈る側と贈られる側の均
衡を保つ意味合いがあり、だれがどのようなものを贈った
か、あるいは受けとったかについて、漏れがないように記
録を取っておく必要があったと考えられる。そのための記
録として、本稿で取り上げる出産祝いの音物帳があったと
いえよう。出産祝いに関する贈答のやりとりの相手は、一
般的に親戚・近隣の者に限られていたと考えられるが、社
会的バランスの保持から、本資料においても贈答の範囲は
この親戚・近隣の者で厳密に決められていたといえる。
本資料の記録にある家名について確認したい。「旧御

師岩井田家右近家系図」5 には、古くは文明期に当主で
あった岩井田尚重が横地家からの養子であったこと、次
男の延重は今度は横地家に養子に出されたことについて
の記述がみられる。横地家については配り先と贈り主の
両方に記載されており、幕末から御師廃止の明治初期に
いたる実状を記録した『神宮御師資料－内宮篇－』6 から
旧御師家であることを確認できる。
この『神宮御師資料－内宮篇－』によれば、本資料

にあるすべての家名のうち、13 の家が旧御師家である
ことがわかる。詳しい家名は、横地、澤瀉、浦田、十文字、
玉串、蓬莱、久保、谷崎、岡野、田中、岡田、横橋、孫
福である 7。また、すでに翻刻作業が完了している所蔵資
料のうち、岩井田家 16 代尚行と浦田家娘廉子の婚姻に
まつわる記録である「廉引取之引留」では、嫁方の浦田
家の他、参加者の中の親類として、挙げられている 6軒
の中で、本資料にある蓬莱家、横地家、孫福家の 3軒の
名がみられる 8。
　このうち、横地家の横地宰記は婚姻の後見人として、
三々九度を差配し、その後の 15 代当主岩井田徳輝危篤
の際にも駆けつけ、徳輝より岩井田家の後見的存在と
なってほしいとの遺言を残されている。
本資料にみられる親戚・近隣関係の大半が旧御師で

占められていたことから、「宇治の祭祀と政治は、地縁
と婚姻関係によって強化される」9 といった、旧御師間の
緊密な社会・親族関係を知ることができる。そして御師
制度の廃止後 30 年以上たった後も、依然としてこの関
係が続いていたことがわかる。

4．まとめにかえて－今後に向けての展望－
　本資料では、旧御師家に伝わる覚え書きを通じて、明
治 30 年代に宇治地区でみられた出産に関する贈答の内

容を確認することができた。宇治地区における一般的な
出産に関する祝い方を踏襲した祝いの内容と考えられ、
明治期の出産に関する贈答の様子を知る上で、貴重な資
料といえる。
　また贈答先の記録を通じて、旧御師家の間で結ばれた
親戚・近隣関係の様子を確認できた。神宮改革後、御師
家が廃絶となって 30 年を経過した後も、旧御師家間の
緊密な社会関係を知ることができ、興味深い。
今後 1章で挙げた岩井田家所蔵資料における同種の

出産に関する記録類の解読をすすめ、旧御師家に伝わる
産育習俗の特殊性と、宇治地区全般に伝わる地域性の確
認をしていきたいと考えている。また、贈答の相手やそ
の関係についてさらに手がかりを得て、旧御師家を中心
とした宇治地区の社会関係の解明に役立てていきたいと
考えている。
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学考古学・民俗学研究室紀要』18、2014 年 3月、p23-31。
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5　�岩井田家所蔵の孫福正編集「旧御師岩井田右近家系図」（1982

年 10月）を基本とし、「内宮職掌家譜」（江戸期）「岩井田家先

祖紀念録」（1908 年 6月）の注記を加えて作成された（濱千代早

由美作成）。

6　 �皇學館大學資料編纂所編『神宮御師資料－内宮篇－』（1980 年

6月）。幕末から御師廃止の明治初期にいたる実状を記録した4つ

の内宮御師資料からなる。

7　 �出産祝いを贈ってきた先は、横地、澤瀉、浦田、十文字、玉串、

ほうらゐ、久保豊、谷崎、岡野豊吉、上野次郎吉、（田中）平助、

河村辰、山下治助、岡部藤之助、一方祝返しの送り先はおもだか、

ほうらゐ、岡野なか、田中平助、山下治郎、岡田駒太良、横地

九三良、萩本竹次郎、横地晃重、岡部新七、岡部藤之介、久

保忍堂八、久保豊吉事、谷崎正□、浦田長元、横地正重、横橋、

上野次郎吉、孫福。うち『神宮御師資料－内宮篇－』で旧御師家

と確認できた家の者には下線を引いた。

8　 �濱千代早由美「幕末期の伊勢・宇治における御師家の縁組みに

みるケガレ観－「廉引取之引留」をめぐって」『女性と経験』第 41

号、2016 年 10月、p126-136。

9　 前掲 5）p128 参照。
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